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(57)【要約】
【課題】本発明に係るスクロール圧縮機は、オルダム継
手のキー部の摺動長さを十分に確保することで、高い信
頼性を有する。
【解決手段】スクロール圧縮機は、第１キー溝を有する
可動スクロールと、第２キー溝を有する静止部材と、可
動スクロールと静止部材との間のオルダム継手とを備え
る。オルダム継手は、第１軸および第２軸に沿って、そ
れぞれ、静止部材および可動スクロールに対して相対的
に移動可能である。オルダム継手は、環状本体部と、第
１キー溝に嵌め込まれる２対の第１キー部と、第２キー
溝に嵌め込まれる１対の第２キー部とを有する。第１軸
に対して同じ側にある２つの第１キー部の間における環
状本体部の内周縁である第１内周縁は、円弧の形状を有
する。環状本体部の第１水平面は、第１内周縁の円弧の
仮想延長線よりもオルダム継手の重心側に入り込んだ入
り込み面を有する。第１キー部は、入り込み面から突出
している入り込み部を有する。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１キー溝（２６ｄ）を有する可動スクロール（２６）と、
　第２キー溝（２３ｄ）を有する静止部材（２３）と、
　前記可動スクロールと前記静止部材との間に設けられ、第１軸（Ａ１）に沿って前記静
止部材に対して相対的に移動可能であり、第２軸（Ａ２）に沿って前記可動スクロールに
対して相対的に移動可能であるオルダム継手（３９）と、
を備え、
　前記オルダム継手は、
　　互いに対向する第１水平面（３９ｄ１）および第２水平面（３９ｄ２）を有する環状
本体部（３９ａ）と、
　　前記第１水平面から突出し、前記第１キー溝に嵌め込まれる少なくとも２つの第１キ
ー部（３９ｂ）と、
　　前記第２水平面から突出し、前記第２キー溝に嵌め込まれる１対の第２キー部（３９
ｃ）と、
　を有し、
　前記第１キー部は、前記第１軸および前記第２軸によって区画される４つの領域のいず
れかに設けられ、かつ、２つ以上の前記第１キー部は、同じ前記領域に設けられておらず
、
　前記第２キー部は、前記第２軸を挟んで、前記第１軸の上に設けられ、
　前記第１水平面は、前記環状本体部の内周縁の一部である第１内周縁（ＩＥ１）の仮想
延長線（ＶＬ１）よりも前記オルダム継手の重心側に入り込んだ入り込み面（３９ｄ３）
を有し、
　前記第１キー部は、前記入り込み面から突出している入り込み部（３９ｇ）を有する、
スクロール圧縮機（１０１）。
【請求項２】
　前記第１内周縁と、前記第１内周縁とは異なる前記内周縁である第２内周縁（ＩＥ２）
とは、段差部（３９ｆ）を介して接続されている、
請求項１に記載のスクロール圧縮機。
【請求項３】
　前記第１内周縁および前記第２内周縁は、円弧の形状を有する、
請求項２に記載のスクロール圧縮機。
【請求項４】
　前記第１内周縁の前記円弧の径（Ｒ１）は、前記第２内周縁の前記円弧の径（Ｒ２）よ
り長い、
請求項３に記載のスクロール圧縮機。
【請求項５】
　前記オルダム継手は、２対の前記第１キー部を有し、
　前記第１内周縁は、前記第１軸に対して同じ側にある２つの前記第１キー部の間におけ
る前記内周縁であり、
　前記第２内周縁は、前記第２軸に対して同じ側にある２つの前記第１キー部の間におけ
る前記内周縁である、
請求項２から４のいずれか１項に記載のスクロール圧縮機。
【請求項６】
　前記第１キー部の前記第２軸に沿った寸法は、前記第２キー部の前記第１軸に沿った寸
法よりも長い、
請求項１から５のいずれか１項に記載のスクロール圧縮機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、可動スクロールの自転を防止するためのオルダム継手を備えるスクロール圧
縮機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　冷凍装置等に用いられるスクロール圧縮機は、固定スクロールおよび可動スクロールを
備える。固定スクロールおよび可動スクロールは、それぞれ、渦巻き部を有する。可動ス
クロールの渦巻き部が固定スクロールの渦巻き部と噛み合うことで、冷媒ガス等の流体が
圧縮される空間である圧縮室が形成される。スクロール圧縮機は、可動スクロールを公転
させて圧縮室の容積を変化させることで流体を圧縮する。
【０００３】
　通常、スクロール圧縮機は、運転中における可動スクロールの自転を防止するためのオ
ルダム継手を備える。オルダム継手は、可動スクロールと、ハウジング等の固定部材との
間に設置される。特許文献１（特表２０１１－５１０２０９号公報）に開示されているよ
うに、オルダム継手は、環状の本体部と、本体部から鉛直方向に突出しているキー部とを
有する。各キー部は、可動スクロールまたは固定部材と摺動する面を有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１（特表２０１１－５１０２０９号公報）に開示されるようなオルダム継手の
場合、キー部の摺動方向に沿った、キー部の摺動面の長さである摺動長さは、環状の本体
部の寸法に制約される。具体的には、環状の本体部の外径と内径との差が小さいほど、キ
ー部の摺動長さを短くする必要がある。しかし、キー部の摺動長さが十分でないと、キー
部の摺動面にかかる面圧が高くなる。これにより、摺動面の焼き付き、および、キー部の
破損等の不具合が発生して、圧縮機の信頼性が低下するおそれがある。
【０００５】
　本発明の目的は、オルダム継手のキー部の摺動長さを十分に確保することで、高い信頼
性を有するスクロール圧縮機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１観点に係るスクロール圧縮機は、可動スクロールと、静止部材と、オルダ
ム継手とを備える。可動スクロールは、第１キー溝を有する。静止部材は、第２キー溝を
有する。オルダム継手は、可動スクロールと静止部材との間に設けられる。オルダム継手
は、第１軸に沿って静止部材に対して相対的に移動可能であり、第２軸に沿って可動スク
ロールに対して相対的に移動可能である。オルダム継手は、環状本体部と、２対の第１キ
ー部と、１対の第２キー部とを有する。環状本体部は、互いに対向する第１水平面および
第２水平面を有する。第１キー部は、第１水平面から突出し、第１キー溝に嵌め込まれる
。第２キー部は、第２水平面から突出し、第２キー溝に嵌め込まれる。第１キー部は、第
１軸および第２軸によって区画される４つの領域のそれぞれに、１つずつ設けられる。第
２キー部は、第２軸を挟んで、第１軸の上に設けられる。第１軸に対して同じ側にある２
つの第１キー部の間における環状本体部の内周縁である第１内周縁は、円弧の形状を有す
る。第１水平面は、第１内周縁の円弧の仮想延長線よりもオルダム継手の重心側に入り込
んだ入り込み面を有する。第１キー部は、入り込み面から突出している入り込み部を有す
る。
【０００７】
　このスクロール圧縮機では、オルダム継手の第１キー部は、可動スクロールと摺動する
摺動面を有する。第１キー部の摺動方向における、第１キー部の摺動面の長さである摺動
長さは、第１キー部の入り込み部の分だけ長くすることができる。これにより、第１キー
部の摺動長さを十分に確保することができるので、第１キー部の摺動面にかかる面圧を抑
えることができる。従って、このスクロール圧縮機は、オルダム継手のキー部の摺動長さ
を十分に確保することで、高い信頼性を有する。
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【０００８】
　本発明の第２観点に係るスクロール圧縮機は、第１観点に係るスクロール圧縮機であっ
て、第２軸に対して同じ側にある２つの第１キー部の間における環状本体部の内周縁であ
る第２内周縁は、円弧の形状を有する。第１内周縁および第２内周縁は、段差部を介して
接続されている。
【０００９】
　このスクロール圧縮機では、オルダム継手の環状本体部は、互いに径が異なる円弧状の
第１内周縁および第２内周縁を有している。第１内周縁および第２内周縁は、第１キー部
の入り込み部の位置において段差部を形成している。段差部によって、第１内周縁および
第２内周縁の一方を、他方よりも、環状本体部の径方向外側に形成することができる。こ
れにより、第１内周縁または第２内周縁の範囲において、環状本体部の径方向の寸法を短
くすることができる。従って、このスクロール圧縮機は、オルダム継手の軽量化を図るこ
とができる。
【００１０】
　本発明の第３観点に係るスクロール圧縮機は、第１観点または第２観点に係るスクロー
ル圧縮機であって、第１内周縁の円弧の径は、第２内周縁の円弧の径より長い。
【００１１】
　このスクロール圧縮機では、オルダム継手の環状本体部は、互いに径が異なる円弧状の
第１内周縁および第２内周縁を有している。第１内周縁を、第２内周縁よりも、環状本体
部の径方向外側に形成することができる。これにより、第１内周縁の範囲において、環状
本体部の径方向の寸法を短くすることができる。従って、このスクロール圧縮機は、オル
ダム継手の軽量化を図ることができる。また、第２内周縁の範囲において、環状本体部の
径方向の寸法を確保することができるので、その分、第２キー部の摺動長さを長くするこ
とができる。これにより、第２キー部の摺動面にかかる面圧を抑えることができる。
【００１２】
　本発明の第４観点に係るスクロール圧縮機は、第１乃至第３観点のいずれか１つに係る
スクロール圧縮機であって、第１キー部の第２軸に沿った寸法は、第２キー部の第１軸に
沿った寸法よりも長い。
【００１３】
　このスクロール圧縮機では、第１キー部の摺動長さを第２キー部の摺動長さよりも長く
することができる。これにより、第１キー部の摺動面にかかる面圧を抑えることができる
。
【００１４】
　また、本発明の第５観点に係るスクロール圧縮機は、可動スクロールと、静止部材と、
オルダム継手とを備える。可動スクロールは、第１キー溝を有する。静止部材は、第２キ
ー溝を有する。オルダム継手は、可動スクロールと静止部材との間に設けられる。オルダ
ム継手は、第１軸に沿って静止部材に対して相対的に移動可能であり、第２軸に沿って可
動スクロールに対して相対的に移動可能である。オルダム継手は、環状本体部と、少なく
とも２つの第１キー部と、１対の第２キー部とを有する。環状本体部は、互いに対向する
第１水平面および第２水平面を有する。第１キー部は、第１水平面から突出し、第１キー
溝に嵌め込まれる。第２キー部は、第２水平面から突出し、第２キー溝に嵌め込まれる。
第１キー部は、第１軸および第２軸によって区画される４つの領域のいずれかに設けられ
、かつ、２つ以上の第１キー部は、同じ領域に設けられていない。第２キー部は、第２軸
を挟んで、第１軸の上に設けられる。第１水平面は、環状本体部の内周縁の一部である第
１内周縁の仮想延長線よりもオルダム継手の重心側に入り込んだ入り込み面を有する。第
１キー部は、入り込み面から突出している入り込み部を有する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係るスクロール圧縮機は、オルダム継手のキー部の摺動長さを十分に確保する
ことで、高い信頼性を有する。
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【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施形態に係るスクロール圧縮機の縦断面図である。
【図２】固定スクロールの下面図である。
【図３】可動スクロールの上面図である。
【図４】可動スクロールの第２ラップおよび圧縮室が示された固定スクロールの下面図で
ある。
【図５】図１のオルダム継手の近傍の拡大図である。
【図６】図５の線分ＶＩ－ＶＩにおける断面図である。
【図７】オルダム継手の斜視図である。
【図８】オルダム継手の上面図である。
【図９】図８の左上の第１キー部の近傍の拡大図である。
【図１０】変形例Ｃのオルダム継手３９の上面図である。
【図１１】変形例Ｃのオルダム継手３９の上面図である。
【図１２】変形例Ｄのオルダム継手３９の上面図である。
【図１３】変形例Ｄのオルダム継手３９の上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の実施形態に係るスクロール圧縮機１０１について、図面を参照しながら説明す
る。スクロール圧縮機１０１は、空気調和装置等の冷凍装置に用いられる。スクロール圧
縮機１０１は、冷凍装置の冷媒回路を循環する冷媒ガスを圧縮する。
【００１８】
　（１）スクロール圧縮機の構成
　スクロール圧縮機１０１は、高低圧ドーム型のスクロール圧縮機である。スクロール圧
縮機１０１は、互いに噛み合う渦巻き形状のラップを有する２つのスクロール部材を用い
て冷媒を圧縮する。
【００１９】
　図１は、スクロール圧縮機１０１の縦断面図である。図１において、矢印Ｕは、鉛直方
向に沿って上方を指す。スクロール圧縮機１０１は、主として、ケーシング１０と、圧縮
機構１５と、ハウジング２３と、オルダム継手３９と、駆動モータ１６と、下部軸受６０
と、クランクシャフト１７と、吸入管１９と、吐出管２０とから構成される。次に、スク
ロール圧縮機１０１の各構成要素について説明する。
【００２０】
　　（１－１）ケーシング
　ケーシング１０は、円筒状の胴部ケーシング部１１と、椀状の上壁部１２と、椀状の底
壁部１３とから構成される。上壁部１２は、胴部ケーシング部１１の上端部に気密状に溶
接される。底壁部１３は、胴部ケーシング部１１の下端部に気密状に溶接される。
【００２１】
　ケーシング１０は、ケーシング１０の内部および外部において圧力や温度が変化した場
合に、変形および破損が起こりにくい剛性部材で成型されている。ケーシング１０は、胴
部ケーシング部１１の円筒形状の軸方向が鉛直方向に沿うように設置される。
【００２２】
　ケーシング１０の内部には、主として、圧縮機構１５と、ハウジング２３と、オルダム
継手３９と、駆動モータ１６と、下部軸受６０と、クランクシャフト１７とが収容されて
いる。ケーシング１０の壁部には、吸入管１９および吐出管２０が気密状に溶接されてい
る。
【００２３】
　ケーシング１０の底部には、潤滑油が貯留される油溜まり空間１０ａが形成されている
。潤滑油は、スクロール圧縮機１０１の運転中において、圧縮機構１５等の摺動部の潤滑
性を良好に保つために使用される冷凍機油である。
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【００２４】
　　（１－２）圧縮機構
　圧縮機構１５は、ケーシング１０の内部に収容される。圧縮機構１５は、低温低圧の冷
媒ガスを吸引して圧縮し、高温高圧の冷媒ガス（以下、「圧縮冷媒」という。）を吐出す
る。圧縮機構１５は、主として、固定スクロール２４と、可動スクロール２６とから構成
される。固定スクロール２４は、ケーシング１０に対して固定されている。可動スクロー
ル２６は、固定スクロール２４に対して公転運動を行う。図２は、鉛直方向に沿って視た
固定スクロール２４の下面図である。図３は、鉛直方向に沿って視た可動スクロール２６
の上面図である。
【００２５】
　　　（１－２－１）固定スクロール
　固定スクロール２４は、第１鏡板２４ａと、第１鏡板２４ａに直立して形成される渦巻
き形状の第１ラップ２４ｂとを有する。第１鏡板２４ａには、主吸入孔２４ｃが形成され
ている。主吸入孔２４ｃは、吸入管１９と、後述する圧縮室４０とを接続する空間である
。主吸入孔２４ｃは、低温低圧の冷媒ガスを吸入管１９から圧縮室４０に導入するための
吸入空間を形成する。第１鏡板２４ａの中央部には、吐出孔４１が形成され、第１鏡板２
４ａの上面には、吐出孔４１と連通する拡大凹部４２が形成されている。拡大凹部４２は
、第１鏡板２４ａの上面に凹設された空間である。固定スクロール２４の上面には、拡大
凹部４２を塞ぐように蓋体４４がボルト４４ａによって固定されている。固定スクロール
２４および蓋体４４は、ガスケット（図示せず）を介してシールされている。拡大凹部４
２に蓋体４４が覆い被せられることにより、圧縮機構１５の運転音を消音させるマフラー
空間４５が形成されている。固定スクロール２４には、マフラー空間４５と連通し、固定
スクロール２４の下面に開口する第１圧縮冷媒流路４６が形成されている。第１鏡板２４
ａの下面には、図２に示されるように、Ｃ字形状の油溝２４ｅが形成されている。
【００２６】
　　　（１－２－２）可動スクロール
　可動スクロール２６は、円盤形状の第２鏡板２６ａと、第２鏡板２６ａに直立して形成
される渦巻き形状の第２ラップ２６ｂとを有する。第２鏡板２６ａの下面中央部には、上
端軸受２６ｃが形成されている。可動スクロール２６には、給油細孔６３が形成されてい
る。給油細孔６３は、第２鏡板２６ａの上面外周部と、上端軸受２６ｃの内側の空間とを
連通している。
【００２７】
　固定スクロール２４および可動スクロール２６は、第１ラップ２４ｂと第２ラップ２６
ｂとが噛み合うことにより、第１鏡板２４ａと、第１ラップ２４ｂと、第２鏡板２６ａと
、第２ラップ２６ｂとによって囲まれる空間である圧縮室４０を形成する。圧縮室４０の
容積は、可動スクロール２６の公転運動によって徐々に減少する。可動スクロール２６の
公転中に、固定スクロール２４の第１鏡板２４ａおよび第１ラップ２４ｂの下面は、可動
スクロール２６の第２鏡板２６ａおよび第２ラップ２６ｂの上面と摺動する。以下、可動
スクロール２６と摺動する第１鏡板２４ａの表面を、スラスト摺動面２４ｄと呼ぶ。図４
は、可動スクロール２６の第２ラップ２６ｂおよび圧縮室４０が示された固定スクロール
２４の下面図である。図４において、ハッチングされた領域は、スラスト摺動面２４ｄを
表す。図４において、スラスト摺動面２４ｄの外縁は、公転する可動スクロール２６の第
２鏡板２６ａの外縁の軌跡を表す。図４に示されるように、固定スクロール２４の油溝２
４ｅは、スラスト摺動面２４ｄに納まるように第１鏡板２４ａの下面に形成されている。
【００２８】
　第２鏡板２６ａの下面には、２対の第１キー溝２６ｄが形成されている。図３には、第
１キー溝２６ｄの位置が点線で示されている。可動スクロール２６を鉛直方向に沿って視
た場合、各第１キー溝２６ｄは、第２鏡板２６ａの中心から同じ距離だけ離れた位置に形
成されている。第１キー溝２６ｄは、オルダム継手３９の第１キー部３９ｂが嵌め込まれ
る溝である。
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【００２９】
　　（１－３）ハウジング
　ハウジング２３は、圧縮機構１５の下方に配置されている。ハウジング２３の外周面は
、胴部ケーシング部１１の内周面に気密状に接合されている。これにより、ケーシング１
０の内部空間は、ハウジング２３の下方の高圧空間Ｓ１と、ハウジング２３の上方の空間
である上部空間Ｓ２とに区画されている。ハウジング２３は、固定スクロール２４を載置
し、固定スクロール２４と共に可動スクロール２６を挟み込んでいる。ハウジング２３の
外周部には、第２圧縮冷媒流路４８が鉛直方向に貫通して形成されている。第２圧縮冷媒
流路４８は、ハウジング２３の上面において第１圧縮冷媒流路４６と連通し、ハウジング
２３の下面において高圧空間Ｓ１と連通する。
【００３０】
　ハウジング２３の上面には、クランク室Ｓ３が凹設されている。ハウジング２３には、
ハウジング貫通孔３１が形成されている。ハウジング貫通孔３１は、クランク室Ｓ３の底
面中央部から、ハウジング２３の下面中央部まで、ハウジング２３を鉛直方向に貫通して
いる。以下、ハウジング２３の一部であり、かつ、ハウジング貫通孔３１が形成されてい
る部分を、上部軸受３２という。ハウジング２３には、ケーシング１０の内面近傍の高圧
空間Ｓ１とクランク室Ｓ３とを連通する油戻し通路２３ａが形成されている。
【００３１】
　ハウジング２３の上面には、１対の第２キー溝２３ｄが形成されている。ハウジング２
３を鉛直方向に沿って視た場合、各第２キー溝２３ｄは、ハウジング貫通孔３１の中心か
ら同じ距離だけ離れた位置に形成されている。第２キー溝２３ｄは、オルダム継手３９の
第２キー部３９ｃが嵌め込まれる溝である。
【００３２】
　　（１－４）オルダム継手
　オルダム継手３９は、公転している可動スクロール２６の自転を防止するための部材で
ある。図５は、図１のオルダム継手３９の近傍の拡大図である。図６は、図５の線分ＶＩ
－ＶＩにおける断面図である。図５，６に示されるように、オルダム継手３９は、可動ス
クロール２６とハウジング２３との間に設置される。図７は、オルダム継手３９の斜視図
である。図８は、オルダム継手３９の上面図である。
【００３３】
　オルダム継手３９は、主として、環状本体部３９ａと、２対の第１キー部３９ｂと、１
対の第２キー部３９ｃとを有する環状部材である。
【００３４】
　環状本体部３９ａは、互いに対向する第１水平面３９ｄ１および第２水平面３９ｄ２を
有する。第１水平面３９ｄ１および第２水平面３９ｄ２は、水平面に平行な面である。第
１水平面３９ｄ１は、第２水平面３９ｄ２よりも上方に位置している。図７，８において
、第２水平面３９ｄ２は、第１水平面３９ｄ１の裏側の面である。第１水平面３９ｄ１に
は、複数の摺動凸部３９ｅが形成されている。摺動凸部３９ｅの上面は、第１水平面３９
ｄ１と平行である。
【００３５】
　第１キー部３９ｂは、第１水平面３９ｄ１から上方に向かって突出する凸部である。第
１キー部３９ｂは、可動スクロール２６の第１キー溝２６ｄに嵌め込まれる。
【００３６】
　第２キー部３９ｃは、第２水平面３９ｄ２から下方に向かって突出する凸部である。第
２キー部３９ｃは、ハウジング２３の第２キー溝２３ｄに嵌め込まれる。図８には、第２
キー部３９ｃの位置が点線で示されている。
【００３７】
　図８には、水平面に平行な第１軸Ａ１および第２軸Ａ２が示されている。第１軸Ａ１お
よび第２軸Ａ２は、オルダム継手３９の重心Ｏを通り、かつ、互いに直交する。４つの第
１キー部３９ｂは、第１軸Ａ１および第２軸Ａ２によって区画される４つの領域のそれぞ
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れに、１つずつ形成されている。２つの第２キー部は、第２軸Ａ２によって区画される２
つの領域のそれぞれに、１つずつ形成されている。以下、必要に応じて、図７，８に示さ
れるように、４つの第１キー部３９ｂを、第１キー部３９ｂ１の対と、第１キー部３９ｂ
２の対とに区別して説明する。
【００３８】
　１対の第１キー部３９ｂ１は、第１軸Ａ１を挟んで対称となる位置に形成されている。
１対の第１キー部３９ｂ２は、第１軸Ａ１を挟んで対称となる位置に形成されている。第
１キー部３９ｂ１の対、および、第１キー部３９ｂ２の対は、第２軸Ａ２を挟んで対称と
なる位置に形成されている。
【００３９】
　１対の第２キー部３９ｃは、第２軸Ａ２を挟んで対称となる位置に形成されている。各
第２キー部３９ｃは、第１軸Ａ１の上において、第１軸Ａ１に対して対称となる位置に形
成されている。
【００４０】
　第１キー部３９ｂは、第２軸Ａ２に平行な側面である第１摺動面３９ｈを有する。第１
摺動面３９ｈは、第２軸Ａ２に平行な第１キー部３９ｂの２つの側面のうち、オルダム継
手３９の重心Ｏに近い方の面である。第１摺動面３９ｈは、第２軸Ａ２に沿って第１キー
溝２６ｄの内面と摺動する面である。第１摺動面３９ｈは、可動スクロール２６から面圧
を受ける面である。
【００４１】
　第２キー部３９ｃは、第１軸Ａ１に平行な側面である第２摺動面３９ｉを有する。第２
摺動面３９ｉは、第１軸Ａ１に平行な第２キー部３９ｃの２つの側面である。第２摺動面
３９ｉは、第１軸Ａ１に沿って第２キー溝２３ｄの内面と摺動する面である。第２摺動面
３９ｉは、ハウジング２３から面圧を受ける面である。
【００４２】
　オルダム継手３９は、第１軸Ａ１に沿ってハウジング２３に対して相対的に移動可能で
あり、かつ、第２軸Ａ２に沿って可動スクロール２３に対して相対的に移動可能である。
オルダム継手３９が可動スクロール２３に対して相対的に移動している間、オルダム継手
３９の摺動凸部３９ｅの上面は、可動スクロール２６の第２鏡板２６ａの下面と摺動する
。
【００４３】
　図８には、オルダム継手３９を鉛直方向に沿って視た場合における、環状本体部３９ａ
の内周縁である第１内周縁ＩＥ１および第２内周縁ＩＥ２が示されている。第１内周縁Ｉ
Ｅ１および第２内周縁ＩＥ２は、環状本体部３９ａの内周面に相当する。オルダム継手３
９を鉛直方向に沿って視た場合に、第１内周縁ＩＥ１および第２内周縁ＩＥ２は、円弧形
状を有している。
【００４４】
　第１内周縁ＩＥ１は、第１軸Ａ１に対して同じ側にある２つの第１キー部３９ｂの間に
おける環状本体部３９ａの内周縁である。第２内周縁ＩＥ２は、第２軸Ａ２に対して同じ
側にある２つの第１キー部３９ｂの間における環状本体部３９ａの内周縁である。環状本
体部３９ａの径方向において、第１内周縁ＩＥ１は、第２内周縁ＩＥ２よりも、径方向外
側に位置している。すなわち、図８に示されるように、第１内周縁ＩＥの円弧の径である
第１内周径Ｒ１は、第２内周縁ＩＥ２の円弧の径である第２内周径Ｒ２より長い。
【００４５】
　図８には、第１内周縁ＩＥ１の仮想延長線ＶＬ１が鎖線で示されている。仮想延長線Ｖ
Ｌ１は、図８において、第１内周縁ＩＥ１を表す円弧を、第１内周縁ＩＥ１の両端から延
長した仮想上の円弧である。第１内周径Ｒ１は第２内周径Ｒ２より長いので、環状本体部
３９ａの径方向において、仮想延長線ＶＬ１は、第２内周縁ＩＥ２よりも、径方向外側に
位置している。
【００４６】
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　図９は、図８の左上の第１キー部３９ｂの近傍の拡大図である。以下、図８，９に示さ
れるように、第１水平面３９ｄ１の一部であって、仮想延長線ＶＬ１と第２内周縁ＩＥ２
との間の領域を、入り込み面３９ｄ３と呼ぶ。入り込み面３９ｄ３は、仮想延長線ＶＬ１
よりもオルダム継手３９の重心Ｏ側に入り込んだ面である。図９において、入り込み面３
９ｄ３は、ハッチングされた領域として示されている。
【００４７】
　第１キー部３９ｂは、図９に示されるように、第１水平面３９ｄ１の入り込み面３９ｄ
３から上方に突出している入り込み部３９ｇを有する。すなわち、第１キー部３９ｂは、
仮想延長線ＶＬ１よりもオルダム継手３９の重心Ｏ側に入り込んでいる入り込み部３９ｇ
を有する。
【００４８】
　図９に示されるように、第１キー部３９ｂの第２軸Ａ２に沿った寸法Ｌ１は、第２キー
部３９ｂ２の第１軸Ａ１に沿った寸法Ｌ２よりも長い。すなわち、第１摺動面３９ｈの摺
動方向の寸法である第１摺動長さＬ１は、第２摺動面３９ｉの摺動方向の寸法である第２
摺動長さＬ２よりも長い。
【００４９】
　図９に示されるように、第１内周縁ＩＥ１および第２内周縁ＩＥ２は、段差部３９ｆを
介して接続されている。段差部３９ｆは、第１内周縁ＩＥ１と第２内周縁ＩＥ２とを結ぶ
、環状本体部３９ａの内周縁に相当する。段差部３９ｆは、第１キー部３９ｂの第１摺動
面３９ｈに平行である。
【００５０】
　　（１－５）駆動モータ
　駆動モータ１６は、ハウジング２３の下方に配置されるブラシレスＤＣモータである。
駆動モータ１６は、主として、ステータ５１と、ロータ５２とを有する。ステータ５１は
、ケーシング１０の内周面に固定される円筒形状の部材である。ロータ５２は、ステータ
５１の内側に配置される円柱形状の部材である。ステータ５１の内周面と、ロータ５２の
外周面との間には、エアギャップが形成されている。
【００５１】
　ステータ５１の外周面には、複数のコアカットが形成されている。コアカットは、ステ
ータ５１の上端面から下端面に亘って鉛直方向に形成される溝である。コアカットは、ス
テータ５１の周方向に沿って所定の間隔で形成されている。コアカットは、胴部ケーシン
グ部１１とステータ５１との間を鉛直方向に延びるモータ冷却通路５５を形成する。
【００５２】
　ロータ５２は、クランクシャフト１７に連結されている。クランクシャフト１７は、ロ
ータ５２の回転中心を鉛直方向に貫通する。ロータ５２は、クランクシャフト１７を介し
て、圧縮機構１５に接続されている。
【００５３】
　　（１－６）下部軸受
　下部軸受６０は、駆動モータ１６の下方に配置される。下部軸受６０の外周面は、ケー
シング１０の内周面に気密状に接合されている。下部軸受６０は、クランクシャフト１７
を支持する。下部軸受６０には、油分離板７３が取り付けられている。油分離板７３は、
ケーシング１０の内部に収容される平板状の部材である。油分離板７３は、下部軸受６０
の上端面に固定されている。
【００５４】
　　（１－７）クランクシャフト
　クランクシャフト１７は、ケーシング１０の内部に収容される。クランクシャフト１７
は、その軸方向が鉛直方向に沿うように配置されている。クランクシャフト１７の上端部
の軸心は、上端部を除く部分の軸心に対してわずかに偏心している。クランクシャフト１
７は、バランスウェイト１８を有する。バランスウェイト１８は、ハウジング２３の下方
かつ駆動モータ１６の上方の高さ位置において、クランクシャフト１７に密着して固定さ
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れている。
【００５５】
　クランクシャフト１７は、ロータ５２の回転中心を鉛直方向に貫通してロータ５２に連
結されている。クランクシャフト１７の上端部が上端軸受２６ｃに嵌入されることで、ク
ランクシャフト１７は、可動スクロール２６に接続されている。クランクシャフト１７は
、上部軸受３２および下部軸受６０によって支持されている。
【００５６】
　クランクシャフト１７は、その軸方向に延びている主給油路６１を内部に有している。
主給油路６１の上端は、クランクシャフト１７の上端面と第２鏡板２６ａの下面とによっ
て形成される油室８３と連通している。油室８３は、第２鏡板２６ａの給油細孔６３を介
して、スラスト摺動面２４ｄおよび油溝２４ｅに連通し、圧縮室４０を介して最終的に低
圧空間Ｓ２に連通する。主給油路６１の下端は、油溜まり空間１０ａの潤滑油中に浸漬し
ている。
【００５７】
　クランクシャフト１７は、主給油路６１から分岐する第１副給油路６１ａ、第２副給油
路６１ｂおよび第３副給油路６１ｃを有している。第１副給油路６１ａ、第２副給油路６
１ｂおよび第３副給油路６１ｃは、水平方向に延びている。第１副給油路６１ａは、クラ
ンクシャフト１７と可動スクロール２６の上端軸受２６ｃとの摺動面に開口している。第
２副給油路６１ｂは、クランクシャフト１７とハウジング２３の上部軸受３２との摺動面
に開口している。第３副給油路６１ｃは、クランクシャフト１７と下部軸受６０との摺動
面に開口している。
【００５８】
　　（１－８）吸入管
　吸入管１９は、ケーシング１０の外部から圧縮機構１５へ、冷媒回路の冷媒を導入する
ための管である。吸入管１９は、ケーシング１０の上壁部１２に気密状に嵌入されている
。吸入管１９は、上部空間Ｓ２を鉛直方向に貫通するとともに、内端部が固定スクロール
２４の主吸入孔２４ｃに嵌入されている。
【００５９】
　　（１－９）吐出管
　吐出管２０は、高圧空間Ｓ１からケーシング１０の外部へ、圧縮冷媒を吐出するための
管である。吐出管２０は、ケーシング１０の胴部ケーシング部１１に気密状に嵌入されて
いる。吐出管２０は、高圧空間Ｓ１を水平方向に貫通する。ケーシング１０内において、
吐出管２０の開口部２０ａは、ハウジング２３の近傍に位置している。
【００６０】
　（２）スクロール圧縮機の動作
　スクロール圧縮機１０１の動作について説明する。最初に、スクロール圧縮機１０１を
備える冷媒回路を循環する冷媒の流れについて説明する。次に、スクロール圧縮機１０１
内部における潤滑油の流れについて説明する。
【００６１】
　　（２－１）冷媒の流れ
　駆動モータ１６の駆動が開始すると、ロータ５２が回転し始め、ロータ５２に固定され
ているクランクシャフト１７が軸回転を始める。クランクシャフト１７の軸回転運動は、
上端軸受２６ｃを介して可動スクロール２６に伝達される。クランクシャフト１７の上端
部の軸心は、クランクシャフト１７の軸回転運動の軸心に対して偏心している。
【００６２】
　可動スクロール２６は、オルダム継手３９を介してハウジング２３に係合されている。
クランクシャフト１７が回転すると、オルダム継手３９の第１キー部３９ｂは、可動スク
ロール２６の第１キー溝２６ｄ内を第２軸Ａ２に沿って摺動し、オルダム継手３９の第２
キー部３９ｃは、ハウジング２３の第２キー溝２３ｄ内を第１軸Ａ１に沿って摺動する。
これにより、可動スクロール２６は、自転することなく、固定スクロール２４に対して公
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転運動を行う。
【００６３】
　圧縮される前の低温低圧の冷媒は、吸入管１９から主吸入孔２４ｃを経由して、圧縮機
構１５の圧縮室４０に供給される。可動スクロール２６の公転運動により、圧縮室４０は
容積を徐々に減少させながら固定スクロール２４の外周部から中心部に向かって移動する
。その結果、圧縮室４０の冷媒は圧縮されて圧縮冷媒となる。圧縮冷媒は、吐出孔４１か
らマフラー空間４５へ吐出された後、第１圧縮冷媒流路４６および第２圧縮冷媒流路４８
を経由して、高圧空間Ｓ１へ吐出される。その後、圧縮冷媒は、モータ冷却通路５５を下
降して、駆動モータ１６の下方の高圧空間Ｓ１に到達する。その後、圧縮冷媒は、流れの
向きを反転させて、他のモータ冷却通路５５および駆動モータ１６のエアギャップを上昇
する。最終的に、圧縮冷媒は、吐出管２０からスクロール圧縮機１０１の外部に吐出され
る。
【００６４】
　　（２－２）潤滑油の流れ
　駆動モータ１６の駆動が開始すると、ロータ５２が回転し始め、ロータ５２に固定され
ているクランクシャフト１７が軸回転を始める。クランクシャフト１７の軸回転によって
圧縮機構１５が駆動し、高圧空間Ｓ１に圧縮冷媒が吐出されると、高圧空間Ｓ１内の圧力
が上昇する。主給油路６１の下端は、高圧空間Ｓ１内の油溜まり空間１０ａに連通してい
る。主給油路６１の上端は、油室８３および給油細孔６３を介して低圧空間Ｓ２に連通し
ている。これにより、主給油路６１の上端と下端との間に差圧が発生する。その結果、油
溜まり空間１０ａに貯留されている潤滑油は、差圧によって、主給油路６１の下端から吸
引され、主給油路６１内を油室８３に向かって上昇する。
【００６５】
　主給油路６１を上昇する潤滑油のほとんどは、順に、第３副給油路６１ｃ、第２副給油
路６１ｂおよび第１副給油路６１ａに分流する。第３副給油路６１ｃを流れる潤滑油は、
クランクシャフト１７と下部軸受６０との摺動面を潤滑した後、高圧空間Ｓ１に流入して
油溜まり空間１０ａに戻る。第２副給油路６１ｂを流れる潤滑油は、クランクシャフト１
７とハウジング２３の上部軸受３２との摺動面を潤滑した後、高圧空間Ｓ１およびクラン
ク室Ｓ３に流入する。高圧空間Ｓ１に流入した潤滑油は、油溜まり空間１０ａに戻る。ク
ランク室Ｓ３に流入した潤滑油は、ハウジング２３の油戻し通路２３ａを経由して高圧空
間Ｓ１に流入し、油溜まり空間１０ａに戻る。第１副給油路６１ａを流れる潤滑油は、ク
ランクシャフト１７と可動スクロール２６の上端軸受２６ｃとの摺動面を潤滑した後、ク
ランク室Ｓ３に流入し、高圧空間Ｓ１を経由して、油溜まり空間１０ａに戻る。
【００６６】
　主給油路６１内を上端まで上昇して油室８３に到達した潤滑油は、差圧によって、給油
細孔６３を流れて油溝２４ｅに供給される。油溝２４ｅに供給された潤滑油の一部は、ス
ラスト摺動面２４ｄをシールしながら、低圧空間Ｓ２および圧縮室４０に漏れ出す。この
とき、漏れ出した高温の潤滑油は、低圧空間Ｓ２および圧縮室４０に存在する低温の冷媒
ガスを加熱する。また、圧縮室４０に漏れ出した潤滑油は、微小な油滴の状態で圧縮冷媒
に混入される。圧縮冷媒に混入された潤滑油は、圧縮冷媒と同じ経路を通って、圧縮室４
０から高圧空間Ｓ１へ吐出される。その後、潤滑油は、圧縮冷媒と共にモータ冷却通路５
５を下降した後に、油分離板７３に衝突する。油分離板７３に付着した潤滑油は、高圧空
間Ｓ１を落下して油溜まり空間１０ａに戻る。
【００６７】
　（３）スクロール圧縮機の特徴
　スクロール圧縮機１０１では、オルダム継手３９は、可動スクロール２６と摺動する第
１キー部３９ｂと、ハウジング２３と摺動する第２キー部３９ｃとを有する。第１キー部
３９ｂは、可動スクロール２６の第１キー溝２６ｄの内面と第２軸Ａ２に沿って摺動する
第１摺動面３９ｈを有する。オルダム継手３９を鉛直方向に沿って視た場合、図８，９に
示されるように、オルダム継手３９の第１内周縁ＩＥ１は、第２内周縁ＩＥ２よりも径方
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向外側に位置している。そして、第１キー部３９ｂは、第１内周縁ＩＥ１の仮想延長線Ｖ
Ｌ１よりもオルダム継手３９の重心Ｏ側に入り込んでいる入り込み部３９ｇを有する。そ
のため、第１摺動面３９ｈの摺動方向の寸法である第１摺動長さＬ１は、第１キー部３９
ｂの入り込み部３９ｇの分だけ、長くすることができる。
【００６８】
　オルダム継手のキー部の摺動長さは、オルダム継手の寸法、具体的には、オルダム継手
の環状本体部の径方向の寸法に制約される。従来のオルダム継手では、実施形態の第１キ
ー部３９ｂに相当するキー部は、入り込み部３９ｇに相当する部分を有さない。そのため
、従来のオルダム継手では、キー部の摺動長さを十分に確保できないことがある。キー部
の摺動長さが十分でないと、キー部の摺動面にかかる面圧が高くなり、摺動面の焼き付き
、および、キー部の破損等の不具合が発生して、圧縮機の信頼性が低下するおそれがある
。
【００６９】
　一方、実施形態のスクロール圧縮機１０１のオルダム継手３９は、第１キー部３９ｂの
入り込み部３９ｇによって、第１キー部３９ｂの第１摺動長さＬ１を十分に確保すること
ができる。これにより、可動スクロール２６から第１キー部３９ｂの第１摺動面３９ｈに
かかる面圧が抑えられる。そのため、第１キー部３９ｂの第１摺動面３９ｈの焼き付き、
および、第１キー部３９ｂの破損等の不具合の発生が抑えられる。従って、スクロール圧
縮機１０１は、オルダム継手３９の第１キー部３９ｂの第１摺動長さＬ１を十分に確保す
ることで、高い信頼性を有する。
【００７０】
　また、オルダム継手３９の環状本体部３９ａは、鉛直方向に沿って視た場合に、互いに
径が異なる円弧状の第１内周縁ＩＥ１および第２内周縁ＩＥ２を有している。第１内周縁
ＩＥ１および第２内周縁ＩＥ２は、第１キー部３９ｂの入り込み部３９ｇの位置において
段差部３９ｆを形成している。段差部３９ｆによって、第１内周縁ＩＥ１は、第２内周縁
ＩＥ２よりも、環状本体部３９ａの径方向外側に形成されている。そのため、環状本体部
３９ａの周方向の第１内周縁ＩＥ１の範囲において、環状本体部３９ａの径方向の寸法を
短くすることができる。従って、スクロール圧縮機１０１は、オルダム継手３９の軽量化
を図ることができる。
【００７１】
　また、第２内周縁ＩＥ２を第１内周縁ＩＥ１よりも環状本体部３９ａの径方向内側に形
成することで、環状本体部３９ａの周方向の第２内周縁ＩＥ２の範囲において、環状本体
部３９ａの径方向の寸法を確保することができる。これにより、第２キー部３９ｃの第２
摺動長さＬ２を長くすることができる。そのため、第２キー部３９ｃの第２摺動面３９ｉ
の焼き付き、および、第２キー部３９ｃの破損等の不具合の発生が抑えられる。
【００７２】
　（４）変形例
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明の具体的構成は、本発明の要旨を
逸脱しない範囲内で変更可能である。以下、本発明の実施形態に適用可能な変形例につい
て説明する。
【００７３】
　　（４－１）変形例Ａ
　実施形態では、可動スクロール２６は、オルダム継手３９の第１キー部３９ｂと摺動す
る第１キー溝２６ｄを有する。第１キー部３９ｂの第１摺動面３９ｈは、第１キー溝２６
ｄの内面と摺動する。しかし、可動スクロール２６は、第１キー溝２６ｄの代わりに、第
１キー部３９ｂの第１摺動面３９ｈと摺動する面を有する切り欠きを有してもよい。
【００７４】
　　（４－２）変形例Ｂ
　実施形態では、第１摺動面３９ｈの摺動方向の寸法である第１摺動長さＬ１は、第２摺
動面３９ｉの摺動方向の寸法である第２摺動長さＬ２よりも長い。しかし、第１摺動長さ
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Ｌ１および第２摺動長さＬ２が十分に確保されていれば、第１摺動長さＬ１は、第２摺動
長さＬ２よりも長くなくてもよい。
【００７５】
　　（４－３）変形例Ｃ
　実施形態では、オルダム継手３９を鉛直方向に沿って視た場合、環状本体部３９ａの内
周面は、円弧形状を有している。図８には、実施形態のオルダム継手３９を鉛直方向に沿
って視た場合における、環状本体部３９ａの内周縁である第１内周縁ＩＥ１および第２内
周縁ＩＥ２が示されている。オルダム継手３９を鉛直方向に沿って視た場合に、第１内周
縁ＩＥ１および第２内周縁ＩＥ２は、円弧形状を有している。
【００７６】
　しかし、環状本体部３９ａの内周面は、任意の形状を有してもよい。具体的には、第１
キー部３９ｂが入り込み部３９ｇを有していれば、第２内周縁ＩＥ２は、円弧形状でなく
てもよい。ここで、入り込み部３９ｇは、図９に示されるように、第１キー部３９ｂの一
部であって、第１内周縁ＩＥ１の仮想延長線ＶＬ１よりもオルダム継手３９の重心Ｏ側に
入り込んでいる部分である。
【００７７】
　図１０および図１１は、本変形例のオルダム継手３９の上面図である。図１０では、一
対の第１キー部３９ｂ１の間、および、一対の第１キー部３９ｂ２の間に位置する第２内
周縁ＩＥ２は、第２軸Ａ２に平行な直線の部分ＩＥ３を含んでいる。図１１では、一対の
第１キー部３９ｂ１の間、および、一対の第１キー部３９ｂ２の間に位置する第２内周縁
ＩＥ２は、第２軸Ａ２に平行でない直線の部分ＩＥ３を含んでいる。図１０および図１１
において、オルダム継手３９を鉛直方向に沿って視た場合に、第２内周縁ＩＥ２は、第１
内周縁ＩＥ１の仮想延長線ＶＬ１よりもオルダム継手３９の重心Ｏ側に位置している。
【００７８】
　本変形例においても、第１摺動面３９ｈの摺動方向の寸法である第１摺動長さＬ１は、
第１キー部３９ｂの入り込み部３９ｇの分だけ、長くすることができる。これにより、可
動スクロール２６から第１キー部３９ｂの第１摺動面３９ｈにかかる面圧が抑えられる。
そのため、第１キー部３９ｂの第１摺動面３９ｈの焼き付き、および、第１キー部３９ｂ
の破損等の不具合の発生が抑えられる。
【００７９】
　　（４－４）変形例Ｄ
　実施形態では、図８に示されるように、オルダム継手３９は、主として、環状本体部３
９ａと、２対の第１キー部３９ｂと、１対の第２キー部３９ｃとを有する。２対の第１キ
ー部３９ｂは、１対の第１キー部３９ｂ１と、１対の第１キー部３９ｂ２とからなる。１
対の第１キー部３９ｂ１は、第１軸Ａ１を挟んで対称となる位置に形成されている。１対
の第１キー部３９ｂ２は、第１軸Ａ１を挟んで対称となる位置に形成されている。第１キ
ー部３９ｂ１の対、および、第１キー部３９ｂ２の対は、第２軸Ａ２を挟んで対称となる
位置に形成されている。
【００８０】
　しかし、オルダム継手３９は、２対の第１キー部３９ｂを有する代わりに、１対の第１
キー部３９ｂ１の一方のみ、および、１対の第１キー部３９ｂ２の一方のみを有してもよ
い。すなわち、オルダム継手３９の第１キー部３９ｂは、１つの第１キー部３９ｂ１、お
よび、１つの第１キー部３９ｂ２のみから構成されてもよい。
【００８１】
　例として、図１２および図１３は、本変形例のオルダム継手３９の上面図である。図１
２および図１３では、オルダム継手３９は、１つの第１キー部３９ｂ１、および、１つの
第１キー部３９ｂ２を有する。図１２に示されるオルダム継手３９では、２つの第１キー
部３９ｂ１，３９ｂ２は、オルダム継手３９の重心Ｏに対して対称となる位置に形成され
ている。図１３に示されるオルダム継手３９では、２つの第１キー部３９ｂ１，３９ｂ２
は、第２軸Ａ２を挟んで対称となる位置に形成されている。また、２つの第１キー部３９
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る位置に形成されてもよい。
【００８２】
　また、本変形例において、オルダム継手３９は、図８に示される４つの第１キー部３９
ｂのうち、少なくとも２つの第１キー部３９ｂを有していればよい。すなわち、オルダム
継手３９は、２つまたは３つの第１キー部３９ｂを有してもよい。この場合、第１キー部
３９ｂは、第１軸Ａ１および第２軸Ａ２によって区画される４つの領域のいずれかに設け
られ、かつ、２つ以上の第１キー部３９ｂは、同じ当該領域に設けられていない。
【００８３】
　なお、本変形例において、第１キー部３９ｂが入り込み部３９ｇを有していれば、オル
ダム継手３９を鉛直方向に沿って視た場合に、第１内周縁ＩＥ１および第２内周縁ＩＥ２
は、変形例Ａのように、任意の形状を有してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８４】
　本発明に係るスクロール圧縮機は、オルダム継手のキー部の摺動長さを十分に確保する
ことで、高い信頼性を有する。
【符号の説明】
【００８５】
　２３　　　ハウジング（静止部材）
　２３ｄ　　第２キー溝
　２６　　　可動スクロール
　２６ｄ　　第１キー溝
　３９　　　オルダム継手
　３９ａ　　環状本体部
　３９ｂ　　第１キー部
　３９ｃ　　第２キー部
　３９ｄ１　第１水平面
　３９ｄ２　第２水平面
　３９ｄ３　入り込み面
　３９ｆ　　段差部
　３９ｇ　　入り込み部
１０１　　　スクロール圧縮機
　Ａ１　　　第１軸
　Ａ２　　　第２軸
　ＩＥ１　　第１内周縁
　ＩＥ２　　第２内周縁
　Ｒ１　　　第１内周縁の円弧の径
　Ｒ２　　　第２内周縁の円弧の径
　ＶＬ１　　仮想延長線
【先行技術文献】
【特許文献】
【００８６】
【特許文献１】特表２０１１－５１０２０９号公報
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